
Song Review 10  ＃Imagine 

 

『＃Imagine』（作詞・作曲：ジョン・レノン & オノ・ヨーコ 、1971年）を取

り上げる。ジョン・レノンが、1971 年に発表された平和への願いを込めた曲で

ある。オノ・ヨーコ の「Cloud Piece」という詩にある「Imagine the clouds 

dripping, dig a hole in your garden to put them in（雲が滴り落ちると想

像しなさい。あなたの庭にそれを受け止める穴を掘りなさい）」という一節が、

曲のコンセプトに大きな影響を与えた。ユートピア的な理想を描いた一方で、共

産主義的と批判されることもある。 

以下に、歌詞の一部とその意味、そして曲の背景を紹介する。 

 

Imagine there's no Heaven 

It's easy if you try 

No Hell below us, above us only sky 

Imagine all the people living for today... 

You may say I'm a dreamer, but I'm not the only one 

I hope someday you'll join us, and the world will be as one 

 

（想像してヨ 天国なんてないと 

やってみれば簡単さ 

僕らの下には地獄もない 上にあるのは空だけダ 

想像してみてヨ すべての人々はただ今日を生きてると 

君は思うかも 僕が夢想家だって でもそれは僕だけじゃないんだヨ 

君もいつか仲間になってくれたら そうなれば世界は一つになるんだヨ） 

 

この歌詞は、国家、宗教、所有欲といった人間社会の分断要因を取り払った理想

世界を「想像してみてほしい」と呼びかけている。 

 

オノ・ヨーコとの関係 

ジョン・レノンが 1980年に亡くなった後、オノ・ヨーコは彼の思想を広める活

動を続け、ニューヨークのセントラルパークに「ストロベリー・フィールズ」記

念碑を寄贈した。その中心には「Imagine」の文字が刻まれている。 

 

2025年 8月 18日に放映された NHKスペシャル「戦火の時代に紡ぐ歌 PASS THE 

MIC」で「Imagine (Ukraine Remix)」という曲を知った。ウクライナの HIPHOP

バンド TNMK と日本のラッパー Zeebra がコラボレーションして制作したもの



だ。このラップは、戦争によって奪われたものをテーマにしており、ウクライナ

の現状をリアルに伝える。Zeebra は「同じ時代を生きる者として、現代の戦争

に向き合いたい」という思いから、パレスチナやウクライナのラッパーたちと交

流し、楽曲制作に取り組んだ。 

曲名はジョン・レノンの「Imagine」と同じだが、ジョン・レノンの漠然とした

理想とは異なり、現代の戦火を生きる人々の声を反映したリミックスである。曲

の冒頭では、ウクライナ語で「Imagine there's no war（戦争がない世界を想像

してみて）」というフレーズが繰り返され、ジョン・レノンの「Imagine」へのオ

マージュとなっているようだ。Zeebraのパートでは、「この時代に生きる者とし

て、戦争を自分ごととして捉える」という強いメッセージが込められている。 

 

Zeebraのパート(NHK放映の字幕から書写) 

 

俺は A.K.A.戦争を知らない子供たち 

70年代、産声をあげた東京の街 

爺さん 婆さん 言ってた昔話や 

毎年夏 火垂るの墓 観ては涙流した 

戦後 80年 唯一の被爆国 

戦争は見たくねえ 常に怒っとく 

だけど平和夢見た ヒップポップでコラボ 

なんて甘い考えすら平和ボケと戸惑う 

四か国で一曲？ 企画は失速 

ならばワンウェイ？ されど敵国とは絡めねえ？ 

戦時中に敵と絡みゃ 売国奴のレッテル 

GHUはラッパーってだけでハマスに家を追われている 

Fozzeyはこの機会に疎開先のファミリーに会いに 

俺は家に帰り 地球の裏で今夜も Rhymin 

俺や君に一体何が出来る？ 何をすべきか？ 

答えはきっと皆んなの胸にある right? 

 

想像してみな もし全てをひとつに出来たら 

Imagine if we can put it all together now 

想像してみな もし良い天気が見られたら 

Imagine if we can see a better weather now 

想像してみな もし皆でショーを盛り上げられたら 

Imagine if we can rock the show together 



時々、自分に問いかける 永遠に待つべき？ 

Sometimes I ask myself. Do I have to wait forever? 

想像してみな もし今すぐ止められるなら 

Imagine if we can stop it right now 

想像してみな 世界のリーダーたちがその方法をわかっているなら 

Imagine if the leaders of the world know now 

想像してみな 一つになって未来へ歩く姿を 

Imagine if we walk to a future as one 

必要なのは平和と絆と愛 そうすれば一緒に楽しめるから 

We need peace, unity, (and) love. Some can have some fun. 

 

これはジョン・レノンの『Imagine』を越えて、リアリティをもって私の心に迫

ってくるのだが・・・ 

 

評価：★★★★★ 


